セイセイ インネンデン ホウゲン ゴイ ケンキュウ ゲンダイ ホウゲン ニ ザンゾン スル セイセイ インネンデンチュウ ノ ゴイ by 植田, 均
 － 104 －
 
氏 名 植 田  均  
学 位 の 種 類 博   士（文  学） 
学 位 記 番 号 第 5080 号 
学位授与年月日 平成 19年９月 28日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項 
学 位 論 文 名 《醒世姻縁傳》方言語彙研究 
―現代方言に残存する《醒世姻縁傳》中の語彙 
論文審査委員 主 査 教 授 齋 藤   茂   副 査 教 授 山 口 久 和 
副 査 教 授 井 上   徹 





























 － 105 －
ち中国語の規範化においても、重要な意義を持つことであると結論づけている。 
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いこと。 
・軽声を伴う複音節語が非常に多いこと。 
・あて字（同音仮借）が非常に多く、かつ現代共通語と発音が同じでも、漢字標記が異なれば方言になること｡ 
・とくに単音節語に、旧白話独特の用法が多く見られること。 
 最後に、方言語彙を明確にすることは、共通語の語彙も明確になるのであり、それは共通語の普及推進、即
ち中国語の規範化においても、重要な意義を持つことであると結論づけている。まことに尤もな指摘であり、
本論文の主たる意義もそこにある。 
 本論文は大変精緻な考察によって成り立っており、方言という観点から近世語と現代語を繋ぐ貴重な成果で
ある。とくに明末清初から現代中国語までの語彙の変遷について、丹念に考察を加えている点は本論文の大き
な特徴であり、従来の研究の欠を補うものと言える。この研究成果を踏まえるなら、方言の辞書を編纂するこ
とも難しくないと思われ、今後の氏の研究の発展が期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
